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（2017）年度 4,834

29

4,695

38

25

77

4,834

△9.6％

△5.9％

0.8％

41.9％

△9.0％

2017

2017（平成29）

2.8％
1.1％

2.9％

8.7％

6.9％

7.4％

9.6％

60.6％
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13,537

R元
（2019）

H28
（2016）

H28
（2016）

29.7

85.1

令和元（2019）年度

安全な

2911,802

R元
（2019）

5,797
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H30
（2018）

970

R元
（2019）

26

970g

918g

H29
（2018）

H30
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　平成30（2018）年度の県内産業廃棄物排出量は約569万トン
です。近年、排出量は横ばいですが、循環的利用が進み、再生
利用率は上昇傾向、最終処分量は減少傾向にあります。

　大規模地震等の災害に伴う多量の災害廃棄物の発生に

備え、市町村、国関係事業団体等との協力・支援体制の

整備や図上訓練、市町村災害廃棄物処理計画の策定支援

等に務めています。

　この豪雨災害では、県内で44万トン以上の大量の廃棄物が
発生したため、県では、処理主体である市町村での処理が円滑
かつ迅速に進むよう、処理方法などの技術的助言や自治体間の
広域調整などを行い支援しています。
　また、支援の一環として、倉敷市と総社市から処理事務を受託
し、県自ら災害廃棄物の処理も進めています。
　目標とした発災後２年間で確
実に処理完了し、被災地の復興
に向けた一つの節目となるよう、取
り組んできた結果、令和２年３月末
時点の進捗率は90％を超えてお
り、順調に処理が進んでいます。
※県代行処理分は令和２年４月16日に処理完了、６月17

日には県内の全ての災害廃棄物処理が完了しました。

減少傾向にあります。

R元
（2019）

H29

H29

H30
（2018）

H30
（2018）

8080

312312

1,9031,903

5,6455,645

29.629.6

44.544.5

1,854t／日

28.6%

45.8%

305千t／年

5,691千t／年

汚泥
3,116
54.8％

がれき類
780
13.7％

ばいじん
499
8.8％

廃プラスチック類
145
2.5％

木くず
167
2.9％

鉱さい
394
6.9％

その他
590
10.4％

平成30年度

排出量:5,691

（千t/年）

平成30年度

排出量:5,691

（千t/年）
製造業
3,093
54.3％

建設業
832
14.6％

鉱業
72
1.3％

その他
61
1.1％

電気・
水道業
1,633
28.7％

■県内の産業廃棄物の処分状況

14
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達成状況（R元（2019））

（45）

５６

26測定局中、21測定局で達成
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R元
（2019）

35,456

R元
（2019）

50

（H30（2018））

（R元（2019））
（R元（2019））

58地点

47地点

21 20

30

mg/㎥

H30H29H28H27 R元
（2019）

H30H29H28H27H26H25H24 R元
（2019）

H30H29H28H27H26H25H24H23H22 R元
（2019）

0.046
0.049

18.2 19.1 18.1
16.6 15.5 15.8

14.6 14.4

0.024 0.024 0.023 0.024
0.022

0.021

0.020 0.020

0.020
0.017

0.044

0.045

一般局

自排局
一般局

自排局

20.6 21.1
19.5 17.6

21地点

140,591戸
（97.3％）

51地点
（73.9％）

1地点
（1.4％）

8地点
（11.6％）

9地点
（13.0％）

1,528戸
（1.1％）

1,811戸
（1.3％）

510戸
（0.4％）

15.8
16.8

15.7

14.7

0.027
0.025

0.023 0.024
0.023

0.020

0.020 0.020

0.019
0.016

0

5

10

15

20

25

0.04

0.03

0.02

0.01

0

自排局

一般局注）数字は各年度の濃度（下線は
　   一般局の濃度を示す。） 注）数字は各年度の濃度（下線は

　   一般局の濃度を示す。）
注）数字は各年度の濃度（下線は
　   一般局の濃度を示す。）

253

60

185

64

30

29

74

29

56

780

147

68

140

81

49

38

58

40

71

212

1,180

88

2,183

549

20

1

319

14

127

4,481

キシレン、トルエン、ノルマル－ヘキサン

キシレン、エチルベンゼン、1、2、4-トリメチルベンゼン

ノルマル－ヘキサン、トルエン、ふっ化水素及びその水溶性塩

トルエン、キシレン、ノルマル－ヘキサン
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（7.7mg/L

水域で達成

達　成　状　況（R元（2019））

R元
（2019）
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336

R元
（2019）

R元
（2019）

87.3

R元
（2019）

R元
（2019）

7.77.7

7.47.4
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　本県の希少な野生動植物1,485種を収録し、環境アセスメント審
査や野生生物保護対策の基礎資料として活用しています。

（R元（2019）年度末）

2020
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R元
（2019）

R元
（2019）

R元
（2019）

R元
（2019）

32,438

1,153

26
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令和元
2019

32

R元
（2019）

R元
（2019）

56,567

376
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R元
（2019）

R元
（2019）

256

372

（メールマガジン配信約3,260人）
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